
報告（ ２ ） 

 

 

令和４年度市立高等学校使用教科用図書の採択について 

 

 

 

 

  必由館高等学校及び千原台高等学校において令和４年度に使用する教科用図書

（検定本）については、次のとおりとする。 

 

 

 （１）必由館高等学校  資料１―１のとおり 

 （２）千原台高等学校  資料１―２のとおり 
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（参考資料１） 

熊本市立高等学校における使用教科用図書の採択基準等 

 

熊本市教育委員会 

平成１４年７月２４日制定 

平成１８年５月２２日一部改正 

 

熊本市立高等学校で使用する教科用図書については以下の基準等に基づいて

熊本市教育委員会が採択する。 

 

１ 採択基準 

 高等学校用教科書の採択については、「高等学校用教科書目録（当該年度用）」

に登載されている教科書のうちから採択する。 

ただし、学校教育法附則第９条に規定する図書は、「熊本市立高等学校の管理

運営に関する規則」第１２条第１項の規定により、各校長より提出された「教

材使用承認願」をもとに採択する。 

 

２ 採択方法 

（１）各学校長は、採択希望教科書の選定を行い、選定理由書を付して教育委

員会に届け出る。 

（２）採択希望教科書の選定に当っては、各学校長は、教科書選定委員会を設

置し、教科書の内容等について十分な検討を行い、地域や学校の実態を考

慮し、生徒の心身の成長、発達及び指導に適するものを選定する。 

（３）教育委員会は、各学校長から提出された採択希望教科書と選定理由書を

もとに各学校の教科書採択を行う。 
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（参考資料２） 

１ 高等学校用教科書採択の手続きについて 

 

＊義務制の採択手順に比して事務的にも簡略化されているのは以下の事情による。 

○教科書の種目が多いこと。 

○教科の専門性が高く、学科・コースの特性があること。 

○各学年、各教科、毎年の採択となり、その審査も度重なること。 

＜参考＞ 

１ 義務制と異なり、無償配布ではなく、公費負担がないこともあって、高等学校の教科書の採択

方法については法令上の定めがない。 

２ 公立の高等学校については、各学校の実態に即して、採択の権限を有する所管の教育委員会が

採択を行っている。 

３ 高等学校で使用する教科書については、専門性が高く、種類も多いので、多くの都市の教育委

員会で、各高等学校が選定し、提出したものを教育委員会で採択する方法をとっている。 

４ 熊本県教育委員会は、教科用図書採択の大綱を委員会で決定し、事務局において採択基準を定

め、教科書の選定については、各高等学校長に委ね、各高等学校から提出されたものを教育委員

会で採択している。 

 

 

２ 採択事務の流れ 

【 教 育 委 員 会 】 採択 
  

【 県教育長 】 

次年度教科書 

需要数の調査依頼 
 

「採択基準」（平成 14年７月／平成 18年一部改訂）の制定  
   

事務局                 ↑ 報告  

① 各高校へ翌年度採択希望の提出を求

める通知を「採択基準」とともに送付 

⑥ 教育長決裁  

  

 

 

【 各高等学校 】 選定 

② 各教科会において選定準備作業 

③ 教科書選定委員会において選定し、校長へ報告 

④ 校長決裁 

  

 

教育委員会において高等学校用教科用図書の採択基準を制定し、その基準に基づき採択

することとしている。 

具体的には、実際の選定については各高等学校長に委ね、各高等学校長から提出された

採択希望をもとに、教育長決裁で採択し、教育委員会会議で報告している。 

また、一般図書においても同様の手続きとしている。 

⑤ 採択希望の提出 

需要数報告 
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